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[主張]　子供と青年[footnoteRef:1] [1:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　『子 (こ)供 (ども)を大 (だい)事 (じ)にしませう』といふの[で]前 (まへ)の週 (しう)間 (かん)を特 (とく)に子 (こ)供 (ども)の週 (しう)間 (かん)と名 (な)づけたのでした。その子 (こ)供 (ども)の週 (しう)間 (かん)は 已 (すでに)に過 (す)ぎたのでありますが、しかしわれわれは年中 (ちう)すべての週 (しう)間 (かん)を子 (こ)供 (ども)の週 (しう)間 (かん)と心 (こころ)得 (え)てゐなければなりませぬ。子供 (こども)は國 (こく)民 (みん)の花 (はな)であり、喜 (よろこ)びであり、希 (き)望 (ぼう)であり、後繼者 (こうけいしや)であるからであります。われわれ大人 (おとな)のすべての心 (こころ)遣 (つかひ)や働 (はたら)きは、或 (ある)意 (い)味 (み)から云 (い)へば、すべて子 (こ)供 (ども)のためになされるものと云 (い)ふべきであります。われわれが立 (りつ)派 (ぱ)な國 (こく)家 (か)や社 (しや)會 (くわい)を作 (つく)り上 (あ)げやうとして一生 (せう)懸 (けん)命 (めい)に努 (ど)力 (りよく)してゐるのも、結 (けつ)局 (きよく)われわれの子 (こ)供 (ども)達 (たち)に、もつともつと 幸 (こう)福 (ふく)な生 (せい)活 (くわつ)をさせやうといふことに他 (ほか)なりませぬ。
[bookmark: _GoBack]　かつてヨーロッパでは 子 (こ)供 (ども)の世 (せい)紀 (き)といふことばが流 (りう)行 (かう)したことがあります。それは 子 (こ)供 (ども)を大 (だい)事 (じ)にすることに眼 (め)醒 (ざ)めた世 (せい)紀 (き)といふことで あります。それから 以 (い)後 (ご)世 (せ)界 (かい)各 (かく)國 (こく)は子 (こ)供 (ども)を大 (だい)事 (じ)にする色々な運 (うん)動 (どう)が起 (おこ)つて 今 (こん)日に及 (およ)んでゐるのであります。子 (こ)供 (ども)の保 (ほ)健 (けん)、子 (こ)供 (ども)の教 (けう)育 (いく)、子 (こ)供 (ども)の讀 (よ)み物 (もの)、子 (こ)供 (ども)の音樂 (おんがく)、子 (こ)供 (ども)の公園 (こうえん)、子 (こ)供 (ども)の娯楽といふ風 (ふう)に、世 (せ)界 (かい)の 諸 (しよ)文 (ぶん)明 (めい)國 (こく)では、子 (こ)供 (ども)を丈 (ぢやう)夫にし、かしこくし、樂 (たの)しくするための 多 (おほ)くの新 (あたら)しい施 (し)設 (せつ)が出 (で)來 (き)たし、また、大人銘 (めい)々が子 (こ)供 (ども)を 大 (だい)事 (じ)にする思 (し)想 (そう)と習 (しう)慣 (くわん)とを 持 (も)つやうになつたのであります。家 (いへ)を建 (た)てるにも 子 (こ)供 (ども)の遊 (ゆう)戯 (ぎ)、勉 (べん)學 (がく)のための部屋 (へや)を取 (と)り、公園 (こうえん)にも子 (こ)供 (ども)のための 特殊 (とくしゆ)の公園 (こうえん)を造 (つく)るといふやうなわけで、子 (こ)供 (ども)といふのが今 (いま)の文 (ぶん)明 (めい)人 (じん)の常 (ぜう)識 (しき)となつたので あります。
　ところがわが朝 (てう)鮮 (せん)はどうでせう。五百萬の子 (こ)供 (ども)は虐 (しいた)げられてゐるのであります。家 (か)庭 (てい)に於 (お)いて、子 (こ)供 (ども)が甘 (あま)やかされてゐることにかけては、分 (ぶん)を過 (す)ぎるほどかも知 (し)れませぬが、大 (だい)事 (じ)にされることから云 (い)へば、てんで お話 (はなし)にならないのであります。第 (だい)一朝 (てう)鮮 (せん)の家 (か)庭 (てい)では、子 (こ)供 (ども)の部 (へ)屋 (や)といふものが ありませぬ。子 (こ)供 (ども)は流 (る)浪 (ろう)の民 (たみ)であります。此方 (こちら)へ行 (い)つては母 (はは)から閉 (し)め出 (だ)され、彼方 (あちら)へ行 (い)つては父 (ちち)から追 (おひ)出 (だ)されるといふ風 (ふう)に 落 (お)ち着 (つ)く場 (ば)所 (しよ)がないので あります。第 (だい)二には子 (こ)供 (ども)のためのお料 (れう)理 (り)といふものが ありませぬ。大人 (おとな)の食 (た)べるものを　ちよつぴり貰 (もら)つて 頂 (いただ)く程 (てい)度 (ど)でありまして、子 (こ)供 (ども)の食 (しよく)慾 (よく)や消 (せう)化 (くわ)力 (りよく)や榮 (えい)養 (やう)が顧 (かえり)みられて居 (を)りませぬ。しからば社 (しや)會 (くわい)的 (てき)施 (し)設 (せつ)はどうかと云 (い)ふに、公 (こう)園 (えん)や 劇 (げき)塲 (じやう)や料 (れう)理 (り)屋 (や)も殆 (ほと)んど大人 (おとな)自 (じ)身 (しん)のためのものでありまして、子 (こ)供 (ども)同志 (ママ)のんびり樂 (たのし)めるところが 少 (すくな)いのであります。それのみならず、都市 (とし)などでは電車 (でんしや)やバスなどの 乗物 (のりもの)でも、腕力 (わんりよく)のある大人 (おとな)に押 (お)し除 (の)けられ、追 (お)ひやられるといつた有様 (ありさま)で あるし、また、大人 (おとな)達 (たち)は子 (こ)供 (ども)に深 (しん)切 (せつ)にするとか、導 (みちび)くとかいふ かはりに、調戯 (からか)ふのでなければ、欺 (たま)したり脅 (おびや)かしたりするので、子 (こ)供 (ども)達 (たち)から見 (み)れば、世 (よ)の中 (なか)は實 (じつ)に 四面 (めん)楚 (そ)歌 (か)、到 (いた)るところ荊棘の道 (みち)なので あります。これでは、こんなに虐 (しいた)げられては子 (こ)供 (ども)が素 (す)直 (なお)に、上 (じやう)品 (ひん)に、丈 (じやう)夫 (ぶ)に育 (そだ)たうはずがありませぬ。
　青 (せい)年諸 (しよ)君 (くん)。諸 (しよ)君 (くん)もかく虐 (しいた)げられた 過 (くわ)去 (こ)をもつたのですね。諸 (しよ)君 (くん)こそ善 (よ)きお兄 (にい)さまや お姉 (ねえ)さまになつて、可 (か)愛 (あい)い弟 (おとうと)や妹 (いもうと)たちの頼 (たの)もしい味 (み)方 (かた)になつて上 (あ)げませう。

